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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜全体連絡＞
・新型コロナウィルスに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜研修案内＞
・第2回　法人研修
　日　時：5月12日（火）　17:30～18:30

　場　所：メンタルケア病棟　メモリアルホール

　テーマ：｢医療機関における感染のアウトブレイクについて｣

　講　師：松田　俊之薬局長

　※出席する際はマスクを着用し、着席する際は席の間隔を前後左右であけるようにして下さい。

　ビデオ研修（八　戸）：5月14日（木）17:30～
＜外来患者様情報＞

・市澤　信行様～最近の様子としては、やや不安感が生じていたりイライラが生じることがあったようである。やはり手続きでの書類等の準備をしている時にそのようになることがあったようである。少しずつ進めている。夜間の睡眠はいつもどおりにとれている。日中は読書をしていることが多かった。テレビはニュースを中心に観ていた。希死念慮はなかった。
・森田　清助様～最近の様子としても特に変わりはなく経過していた。夜間の睡眠は摂れている。日中は之まで通りに街の方に出ていたが、段々と人出は戻ってきたのを感じると話している。気分面でのいらいらや抑うつ症状もなかった。デイケアの方も之までと同じ頻度で利用していくという。接触性不良もない。
・板橋　雅勝様～調子は良く、食欲、睡眠も良い。連休中もデイケアに来ていた。いつもよりは少なかったが来ている人はいたと。特に変わったこともなし。米の心配もなくなり、腹部不快もない。処方継続。
・田端　香織様～最近の様子としては、落ち着いている日とそうでなく家の２階と１階を行ったり来たりするような落ち着かないときが半々くらいであったようである。外出はスーパーやTSUTAYA等に行っていた。排便は今までよりも頻度が多くなっているようでかつ軟便がみられるようである。精神病症状としては、「加湿器から声が聞こえてくるみたい」といったことがあったらしい。四角い図形が見える、といった事もあるらしい。デイケアは続けて参加しているが、仲の良かった人が辞めるということで残念に思っているという。
